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PP樹脂とCNFの混練１）

Entry No. 1 2 3 4 5 6

PP 100 90 - - - -

MAPP - - 100 80 60 30

CNF - 10 - 20 40 70

1) 質量%

● CNF系樹脂複合材料の調製【DJK検討事例】

１）湿式法
CNF水分散体（濃度2wt%）を樹脂組成と混合および脱水し複合材

(CNF:5~20wt%）マスターバッチ（MB）とします。これを希釈混練させて
所定濃度の複合樹脂とします。

使用材料
材料 略称 品名

強化繊維 CNF（未変性） CNF乾燥体

相溶化剤 MAPP マレイン酸変性PP

樹脂 PP ランダムタイプ

①CNFが熱劣化しない温度域で各樹脂とバッチミキサーにて溶融混練。
②CNF含有の強化樹脂として引張試験を行い、性能向上を評価します。

高濃度かつ良分散なCNFコンポジットを調製。最大80wt%に成功。
このコンポジットをMBとしてオレフィン系樹脂に加えて希釈混練を行うこと
も可能。

・混練方法 ：
卓上混練機Ｘplore MC 15HT

（混練温度:150～180℃目標）

・プレス成形： シート厚さ:t1mm，
（プレス温度:150～180℃）

使用材料
材料 略称 品名

強化繊維 CNF CNF水分散体(CNF1～4wt%)
A社
B社
C社

MB用樹脂 ー

希釈樹脂 PP ホモタイプ

PE LDPE

分散剤 ー

木質などの植物組織の主成分であるセルロースはグルコースがβ-1,4結合したホモポリマーで、分子鎖は直鎖状の構造となり
水素結合により微結晶化しています。生合成されたセルロース分子は規則正しく集合し幅が約3nmのシングルセルロースナノファイバーとなり、

さらに、この基本単位が数本の束になり幅15~20nmのセルロースナノファイバーを形成します。木質組織は、シングルセルロースナノファイ
バーがヘミセルロースやリグニンを接着剤として集合積層した構造ですので、接着剤成分を取り除き、ほぐせばセルロースナノファイバーが得ら
れます。

CNFの特徴である軽量かつ高強度・高弾性により樹脂やゴムの補強剤としての用途、また高チクソトロピー性から塗料・インキ化粧品食品など
の増粘剤などの用途として期待されています。

2）乾式法
CNFの乾燥粉末を用いて、PP樹脂およびマレイン酸変性PPと混練を行い、

CNF複合樹脂（CNF強化樹脂）を得ます。下図が作製フローです。

水分散CNF

MB用樹脂
混合⇒脱水

CNFマスター
バッチ(MB)

分散剤 PO樹脂

CNF10wt%
含有PO樹脂希釈混練

(Xplore/150～180℃)

PP or MAPP

CNF

CNF＋PP樹脂
溶融混練

(PP：180℃、MAPP：160℃)

卓上混練機 MC 15HT

①水分散CNF濃度を20wt%とし、CNFの熱劣化を避けるため樹脂組成物と低
温下で混合→脱水し  良分散性マスターバッチ化。

②MBをポリオレフィン樹脂(PP, LDPE)で希釈混練（ラボプラストミル）させ
てCNF10wt%含有の強化樹脂とします。

各社水分散CNFにおいて何れも良分散のCNFコンポジットを得ることが確認で
きました。

分散検討改善前 A社CNF/LDPEコンポ
ジット(CNF10%)

A社CNF/PPコンポ
ジット(CNF10%)

B社CNF/LDPEコンポ
ジット(CNF10%)

●CNF分散検討サンプル

水分散CNF
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機械的処理により得られた未化学変性CNFをポリオレフィン（PO）中に微分散させてCNF強化樹脂とする処方について検討をしております。
現在、DJKにて検討を進めている複合化の事例を紹介します。

・混練方法：ラボプストミル
※30ccミキサー使用

（混練温度:160～180℃目標）

・プレス成形：シート厚さ:t1mm，
（プレス温度:160～180℃）

PP/CNF複合材の引張強度 PP/CNF複合材の引張弾性率

●PP/CNF複合材の引張試験

●CNF分散性評価事例
（レーザーラマン分光分析によるコンポジットのマッピング） CNF乾燥粉末 CNF複合材料 混練機（ラボプラストミル）

・装置：レーザーラマン顕微鏡RAMAN touch(ナノフォトン社製)

条件；対物レンズ…100倍
励起波長…532 nm

  ピクセルサイズ…0.2 μm×0.2 μm

・試料：LDPE+CNF10%シート(t1mm)

※PP/CNFは10%以上で分散不良が見られた。PP/MAPPは高濃度でも分散性良好。

●まとめ
•湿式法

・本配合手法にて良分散CNFコンポジットを得ることができた。

・ラマン分光分析にてCNFのマッピングが可能であることが確認でき、

また本手法で作製したCNFコンポジットの良分散性が認められた。

・20%以上の処方ではCNFの凝集が見られ、MB用途としては課題が残る。

・オレフィン樹脂での本手法の応用も検討中。

•乾式法

・MAPPを用いることでMAX70%高充填CNFコンポジット（成形が可能な最大

充填量）を得ることができた。

・引張試験結果からCNFの添加による物性値（強度、弾性率）の向上が見られ

た。MAPP/CNF70%については、強度1.3倍、弾性率6倍がとなった。


	スライド 1

